
政    策 :
基本施策 :
施    策 :

施策担当職・氏名

１．施策の実現状況を明らかにする
(１) 施策の内容

(２) 施策目標値の達成状況
基準値 上：戦略目標見込値／下：達成値 目標値 進捗状況

No この施策に関わる施策目標指標
進捗率(%)

単  位

単  位

単  位

(３) 施策を構成する事務事業及び目標値の達成状況
事 務 事 業 名

No 推 移 ４ 年 後
事 務 事 業 目 標 指 標 （見込）

目 標 値
単   位

実 績

目 標 値
単   位

実 績

目 標 値
単   位

実 績

目 標 値
単   位

実 績

目 標 値
単   位

実 績
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０６ 総合計画の認知度を高め行財政基盤の確立を目指します
０６ 納税しやすい環境の整備と確実な税財源の確保
０２ 税の公平性と信頼の担保

収納課長  井上　裕司

市における行政サービスの受益者負担として求める税金は、納税義務者に対し定められた基準に基づきながら相応の負担が

求められています。その負担となる市税において納税の義務が果たされない場合には、法に則った適切な対応が必要であり

、それは市の義務でもあります。この義務を果たすため、徹底した調査と必要な滞納処分を進めるとともに、この取り組み

を進めることで、税と市に対する信頼性を担保します。

平成26年度 平成27年度 平成28年度 平成29年度 平成30年度 平成31年度

暮

ら

し

納期内納付の割合

1 85.5 86 86.5 87 87.5 -
％ 85

0 - - - - 0.0

幸

福

滝沢市で幸せに暮らしている人の割合

2 62 64 66 68 70 -
％ 61

57.6 - - - - 0.0

平成27年度
平成26年度 平成28年度 平成29年度 平成30年度 平成31年度

728  税務調査員設置事業

調査員数
1

3 3 3 3 3 3 3
人

3 3 - - - - -



策

基づく滞納処分を進め

の

ます。

・高額滞納事案

実

の解消に努めます。

・

現

逃げ得を許さないため

に

、債権回収会社（サー

影

ビサー）を活用し、県

響

外捜索を強化します。

す

(３) 基本計画内方

る

針及び平成28年度重

社

点課題に基づく優先順

会

位の考え方
・法改正に

環

対応する賦課徴収管理

境

システムの改修、更新

変

を進め、適切な滞納事

化

案管理を行います。

・

(

業務担当制を堅持しな

３

がらも、捜索を中心と

)

した滞納処分を中心に

 

業務を進めます。

・差

基

押物件の公売を強化し

本

ます。

・時効による消

施

滅事案の解消に努めま

策

す。

・死亡者課税事案

と

の解消に努めます。

・

の

逃げ得を許さない取組

関

みの一環で、債権回収

連

会社への業務委託を進

性

めます。

３．施策の実現に向けての取り組みを決定する
(１) 施策の達成（実現）に向けた基本計画内の取り組みと方針
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・必要な滞納処分が進められており、長く滞納されていた市税の処理が進んでいます。

・徴収事務に従

政

事する職員の資質の向

 

上が図られています。

 

・画一化された手順書

 

が整備されています。

 

・多くの納税者は納税

策

意識が高いものの、収

:

入が安定しない世帯が

基

一定程度あり、住宅ロ

本

ーンなどの私債権が生

施

活を圧迫し

てきていま

策

す。

・個人の収入だけ

:

ではなく、家族の生活

施

状況を含めた対応が必

 

要となってきています

 

。

・個人の収入におけ

 

る都市部と地方の格差

 

が広がりつつあります

策

。

・保険制度や医療制

:

度における従来の枠組

施

みの維持が危ぶまれて

策

きています。

・全国的

担

に、行政対象暴力の発

当

生が増えており、危機

職

管理に対する対応が必

・

要となってきています

氏

。

・国の経済対策に併

名

せ、法改正の頻度が高

２

まる可能性があります

．

。

・納税意識の向上を

施

図りながら確実な納税

策

を求めることで、収納

の

率の向上を図ります。

実

・徹底した調査に基づ

現

く滞納整理を進めます

に

。

・回収が困難な不良

向

債権の整理をさらに進

け

めます。

・徹底した調

て

査に基づき、預金、不

の

動産の差押え等適正な

現

滞納処分を実施し税の

状

公平性を確保します。

を

・高額滞納者の洗い出

認

しを進め、適切な進行

識

管理を行います。

・県

す

外転出者の滞納整理の

る

一環で、債権回収会社

(

（サービサー）を活用

１

します。

・「滝沢村滞

)

納処分の執行停止等に

 

関する基準」に基づき

施

、滞納処分の執行停止

策

を進めます。

・発生し

目

た市税の滞納を速やか

標

に把握し、催告を行う

の

とともに適正な対応を

進

行う体制を構築します

捗

。

(２) 基本計画内

状

の取り組みと方針のう

況

ち、平成28年度の重

分

点課題
・法改正に対応

析

する賦課徴収管理シス

(

テムの改修、更新を進

２

め、適切な滞納事案管

)

理を行います。

・税務

 

調査員を3名配置しま

施

す。

・徹底した調査に
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(４)所管実行計画事業費一覧
事 務 事 業 名 事    業    費    計    画    額

No 分 野 別 計 画
平成28年度 平成29年度 平成30年度 平成31年度 ４ヵ年計

実 施 計 画 前 年 度 比 較 (%)
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728  税務調査員設置事業

3,213 4,939 △34.9 4,363 4,363 4,363 16,302

12574  税務調査員設置事業

3,250 4,909 △33.8 4,363 4,363 4,363 16,339


